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[目的] 高線量率（HDR）小線源治療では、米粒大の微小な線源を専用のチューブ等を通して、が

ん近くまで運び、体内からγ線を当てる。治療の安全な実施のため、治療前の検証で、治療チュ

ーブ内での線源位置の測定が必要であるが、従来の方法は煩雑であった。我々は、線源によって

照射された水からのチェレンコフ光を撮影し、線量分布、線源強度、線源位置を同時かつ簡単に

測定する方法を提案した[1]。今回は、チューブ内の線源位置を直接測定するため、チェレンコフ

光イメージングに基づく簡便で迅速な方法を開発し、性能を評価したので報告する[2]。 

[方法] 子宮頸がん治療に用いるプラスチック製の治療チューブ内から、192Ir のγ線を照射し、発

光を CCD カメラで撮影した。金属製の治療チューブに対しては、プラスチックテープを貼り付け、

チェレンコフ光のスクリーンとして使用した。発光プロファイルから線源の位置と停止間隔を測

定し、治療装置の設定値および模擬線源の位置と比較した。 

[結果・考察] 治療チューブ内にある線源を外側から可視化することに成功した（Fig.1）。チェレ

ンコフ光から測定した線源位置と停止間隔は、模擬線源の位置や設定値と同程度であった。チュ

ーブ先端から最初の線源位置までの距離は、模擬線源の位置と 0.2mm 以内で一致した。発光から

測定した停止間隔は、設定値と 0.6mm 以内で一致した。金属チューブ内の線源位置は、模擬線源

の位置と 0.2mm 以内で一致した。プラスチックテープの発光から測定した線源の停止間隔は、設

定値と 0.7mm 以内で一致した。提案した方法は、一枚の発光画像から線源位置をリアルタイムに

フィルムレスで測定でき、事前

に医師の指示した線量が正確に

処方できているか否かの確認に

役立つと考えられる。 

Fig.1. Images of light emission 

from plastic applicator 

irradiated with an 192Ir source. (a) Image captured under light room. (b) Image of Cherenkov emission 

captured under dark room. (c) Merge of images (a) and (b).  
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